
【第１四半期】 
＜富士通グループ 連結＞ 

 

 

１． 概況 

【事業環境】 

当第１四半期における当社グループを取り巻く事業環境は、昨年度に引き続き安定的に推移しており

ます。原油価格の高騰や素材価格の上昇は続いており、米国での金利上昇に加え日本の超低金利政策の

終息への思惑から金融市場に一時的な混乱が見られたものの、米国及び中国を中心とする実体経済は総

じて好調でした。国内経済も個人消費の拡大は続いており、企業の投資意欲は依然として強く、堅実な

ペースで成長を続けています。 

ＩＴ投資については、好調を持続している海外に加え、国内においても全体として、企業マインドが

効率化から成長へシフトするなかで、戦略的な投資が動き始めました。金融分野を中心に製造・流通な

ど、さらには中央から一部の地方にも広がりが見られます。 

当社グループは、グローバルマーケットの動向をきめ細かく把握し、迅速に対応するため、６月に米

州、ＥＭＥＡ（欧州、中近東、アフリカ）、中国、ＡＰＡＣ（アジア、パシフィック）の４地域にそれぞ

れ総支配人を置き、海外ビジネスを強化するための組織体制をスタートさせました。 

また、経営とＩＴの一体化が進むなかで、迅速な意思決定と効率的な事業活動を実現するために、当

社自身がＩＴ利用の先進事例となるべく社内ＩＴの革新、業務改善への取り組みを加速させてまいりま

す。そして、そこで得られた実践的ノウハウを活かして、お客さまへより説得力のある提案活動を進め、

グローバルな事業の拡大に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

【第１四半期の概況】 
 

2006年度 第１四半期 2005年度 第１四半期

　2006年4月1日～ 　2005年4月1日～ 前年同期比 ４月公表比
2006年6月30日 2005年6月30日

億円  億円  億円  億円  

売 上 高 11,028 10,263 765 28 
(     7.5%) (     1.8%)

営 業 利 益 145 148  2  145 
（ 営 業 利 益 率 ） (     1.3%) (     1.4%) (   0.1%) (     1.3%)

経 常 利 益 63 4 58 

特 別 利 益 - 159  159 

当 期 純 利 益 6 24  18 

（対前年同期比増減率）
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【損益の状況】 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当第１四半期の売上高は１兆１，０２８億円で、前年同期比７．５％の増収となりました。前年同期に

あった進行基準への移行影響を除くと１０％近い増収です。 

国内はほぼ前年同期並みでした。ロジックＬＳＩやその他の電子部品が好調であったほか、サーバ関連

や、ソリューション／ＳＩが金融分野を中心に製造・流通分野などで増収となりました。一方、携帯電話

基地局は好調に推移したものの、前年同期の需要が特に高水準であったことにより減収となりました。個

人向けパソコンは市場が低迷するなか伸び悩みましたが、”地デジ”対応機種など新機種は健闘しました。 

海外は、前年同期比で２０％を超える増収です。光伝送システムやアウトソーシングなどのサービスビ

ジネス、ロジックＬＳＩが大きく伸び、パソコンやＨＤＤも増収となるなど、３つの事業セグメントすべ

てで増収となりました。 

 

営業利益は１４５億円とほぼ前年同期並みでしたが、年初の計画を大きく上回りました。 

国内外でアウトソーシングなどのサービスビジネスが好調だったほか、ＬＳＩの三重工場３００mm ラ

インの立ち上げコストの負担が減少したこと、携帯電話を中心にコスト効率の改善などが進んだことによ

り、利益の上積みを確保することができました。一方、販売費及び一般管理費は英国のアウトソーシング

サービスの成長や、北米での買収による規模拡大に加え、テクノロジーソリューションを中心に戦略的な

先行投資を積極的に行ったことにより、前年同期比で１２８億円増加しましたが、営業利益はほぼ前年同

期並みとなりました。 

 

営業外損益では金融収支が４億円の黒字、また退職給付積立不足償却額の負担は８億円と、前年同期の

１００億円近いレベルから９０億円の大幅費用減となりました。昨年９月に行った年金制度改訂と前年度

末の株価の上昇によるものです。この結果、経常利益は６３億円と、前年同期比５８億円の増益となりま

した。四半期業績を開示している２０００年度以降で、第１四半期としては過去最高の利益です。 

 

当第１四半期は特別利益の計上はなく、当期純利益は６億円でした。前年度に続き第１四半期から利益

を計上しました。 

 
 
＜４月公表比＞ 
売上高はほぼ年初計画通りでした。ユビキタスプロダクトソリューションでＨＤＤなどが計画を下回

りましたが、ＬＳＩや国内外のアウトソーシングなどのサービスビジネスが計画を上回りました。 
営業利益は、年初計画より１４５億円増加しました。ロジックＬＳＩや国内外のサービスビジネスが

期待以上に好調だったことに加え、ほぼすべてのビジネスユニットにおいて、コスト効率の改善努力に

よって販売価格の低下などの市況変動リスクをカバーすることができました。 
 
 
 

10,0819,829 9,387
10,263

11,028

売上高(億円)

2002年1Q 06年1Q04年1Q03年1Q 05年1Q

( )内は
前年同期比

増減率

 (-9.8%)  (-4.5%) (7.4%) (1.8%)
(7.5%)

売上高の推移 

145148

-378
-290

-43

624

-398

-118

-564

営業利益 純利益

2002年1Q 03年1Q 04年1Q 05年1Q 06年1Q

(億円)

営業利益・純利益の推移 
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【セグメント別の状況】 

当第１四半期のセグメント別の売上高（セグメント間の内部売上高を含む）及び営業利益は以下の通り

です。 

 

（1）テクノロジーソリューション 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
売上高は６，４９６億円で、前年同期比５．９％の増収となりました。国内は前年同期比２．５％の

減収となりましたが、前年同期にあった進行基準への移行影響を除くと１．７％の増収です。国内の携

帯電話基地局は前年同期の需要が特に高水準であったことにより減収となりましたが、海外はＵＮＩＸ

サーバや光伝送システム、アウトソーシングなどのサービスビジネスが好調に推移し、また北米での買

収効果もあり、前年同期比２４．９％の大幅増収となりました。 
  
営業利益は５０億円で、前年同期比２３億円の減益となりました。サービス分野では国内外でアウト

ソーシングなどのサービスビジネスが好調に推移し増益となりましたが、携帯電話基地局の減収の影響

が大きく全体では減益となりました。 

 

 

①システムプラットフォーム 

売上高は１，６０１億円で、前年同期比３．４％の増収となりました。国内はシステムプロダクトが

増収となりましたが、ネットワークプロダクトは携帯電話基地局が引き続き好調に推移するも前年同期 

の需要が特に高水準であったことにより減収となり

ました。海外はＵＮＩＸサーバが売上を大きく伸ばし

たほか、北米市場において光伝送システムが引き続き

好調に推移するなど、前年同期比２０．２％の大幅増

収となりました。 
  
営業利益は５２億円の損失と前年同期比で４６億円悪化しました。増収となったサーバ関連や光伝送

システムにおいても、グローバルな価格競争激化の影響を受けるとともに、先行投資の負担が継続しま

した。また、前年同期の需要が高水準であった携帯電話基地局の減収による影響を受けました。 
 
 当社はプラットフォーム製品の事前検証・評価を行い、お客様のシステム構築を支援するオープンシ

ステムの検証センターを日本のほかに、欧州、米国、シンガポール、韓国と拡充してまいりました。急

速な拡大を続ける中国ＩＴ市場においても、プラットフォーム製品の拡販を推進するため、上海及び香

港に、Platform Solution Center を開設しました。 

1,6011,5481,422

4,8944,5854,161

システムプラットフォーム サービス

6,134 6,496

( )内は
前年同期比

増減率

5,583

2004年1Q 2005年1Q 2006年1Q

(3.4%)

(6.7%)

(5.9%)

(億円)

-52

102

-125

80

-43

-6

 <-3.0%>

<1.2%>
<0.8%>

-168

73
50

< >内は営業利益率(億円)

2004年1Q 2005年1Q 2006年1Q

システムプラットフォーム サービス 営業利益率

売上高 営業利益 

1,601 億円 3.4 ％

国 内 1,092 億円  2.9 ％

海 外 509 億円 20.2 ％

売 上 高

2006年度 第１四半期 前年同期比増減率

fk041099
-4-

fk041099
-4-



【第 1 四半期】 
＜富士通グループ 連結＞ 

  
 
②サービス 

売上高は４，８９４億円で、前年同期比６．７％の増収となりました。国内は前年同期比２．３％の

減収となりましたが、前年同期にあった進行基準適用に伴い過年度作業に係る売上を一括計上した影響

を除くと３．５％の増収です。 
国内は、アウトソーシングが好調であったほか、ソリューション／ＳＩも金融や製造・流通分野を中 

心に回復の裾野が確実に広がり、増収となりました。

海外は、英国や、買収効果があった北米で、アウトソー

シングなどのサービスビジネスが好調に推移し、前年

同期比２６．２％の大幅増収となりました。 
 
 営業利益は１０２億円で、前年同期比２２億円の増益となりました。国内のソリューション／ＳＩで

は安定化してきたプロジェクト損益のさらなる収益性向上を図るために、開発効率化のためのしくみづ

くりやＳＥによる商談提案活動などの費用を増やしました。また、英国でのアウトソーシングサービス

が引き続き好調に推移するとともに、買収により北米でのサービスビジネスが拡大し、全体として増益

となりました。 
 
 当社とシスコシステムズ社は両社の戦略提携に基づき、ＮＧＮ（Next Generation Network）を構築

する次世代ハイエンドルータの販売を５月より開始しました。日本における共同マーケティング活動に

よりお客様の要望にお応えしたソリューションを提供するとともに、両社共同で実施している品質管理

活動や、万一の障害時における迅速な対応についても引き続き強化することにより、売上の拡大を目指

してまいります。 
 
  

（2）ユビキタスプロダクトソリューション 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
売上高は２，５２３億円で、前年同期比４．６％の増収となりました。国内はほぼ前年同期並みです。 

パソコンが国内の個人向けの需要低迷と企業向けの

競争激化により伸び悩みましたが、携帯電話は堅調に

推移しました。海外はパソコンやＨＤＤが引き続き好

調に推移し、二桁増収となりました。 
 
営業利益は１０３億円で、前年同期をやや下回りました。携帯電話はものづくりの強化によるコスト

ダウン・品質強化などにより利益を増やしましたが、パソコンやＨＤＤは国内外での価格競争激化など

の影響がありました。 
 
  
  
 

4,894 億円 6.7 ％

国 内 3,061 億円  2.3 ％

海 外 1,832 億円 26.2 ％

売 上 高

2006年度 第１四半期 前年同期比増減率

2,523 億円 4.6 ％

国 内 1,620 億円 1.2 ％

海 外 903 億円 11.1 ％

売 上 高

2006年度 第１四半期 前年同期比増減率

売上高 

1,680 1,700 1,746

735669513

パソコン／携帯電話 ＨＤＤ その他 ( )内は
前年同期比

増減率

2,243
2,413 2,523 (4.6%)

(9.7%)

(2.7%)

(億円)

2004年1Q 2005年1Q 2006年1Q

営業利益 

114

-1

103

<4.1%>
<4.7%>

<-0.1%>

営業利益 営業利益率

< >内は営業利益率
(億円)

2004年1Q 2005年1Q 2006年1Q
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（3）デバイスソリューション 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 売上高は１，７９８億円で、前年同期比１３．０％の増収となりました。ロジックＬＳＩはデジタル家

電及び自動車関連向けを中心に需要が堅調であったこ 
とに加え、三重工場３００mm ラインの量産本格化も

寄与し、国内及び海外向けともに増収となりました。

特に海外はアジア向けを中心に２０．５％の大幅増収

となりました。 
 
営業利益は１２４億円で、前年同期比５１億円の増益となりました。ロジックＬＳＩは増収効果に加

え、三重工場３００mm 第１棟の量産本格化で、前年同期にあった立ち上げ費用の負担が減少したこと

などにより増益となりました。また、その他の電子部品も引き続き好調に推移しました。 
 
 先端テクノロジー商品への需要増加に対応するため、先頃、建設を決定した三重工場３００mm 第２

棟は当年４月に着工しました。計画通りに建設が進んでおり、２００７年４月の稼動を予定しておりま

す。 
 

1,798 億円 13.0 ％

国 内 986 億円 7.4 ％

海 外 811 億円 20.5 ％

売 上 高

2006年度 第１四半期 前年同期比増減率

1,1261,0161,227

672
575

973

ＬＳＩ 電子部品他

1,798

( )内は
前年同期比

増減率

1,591

2,200

2004年1Q 2005年1Q 2006年1Q

(13.0%)

(16.7%)

(10.8%)

(億円)

238

72

124

<4.6%>
<6.9%>

<10.8%>

営業利益 営業利益率

2004年1Q 2005年1Q 2006年1Q

(億円) < >内は営業利益率

売上高 営業利益 
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【資産、負債、純資産の状況】 

  

  

 

 

 

 
 
当第１四半期末の総資産残高は、３兆６，７０４億円と、前年度末に比べ１，３６６億円減少しました。 

 流動資産は１兆７，９５３億円と、売掛債権回収などにより前年度末比１，３７３億円減少しました。

棚卸資産は４，５７８億円で、今後の売上に対応するため前年度末比では４９０億円増加しましたが、前

年同期末比では７８億円の減少です。月当たり回転数も前年同期末比で０．０７回改善し、０．８０回と

なりました。資産効率改善の取り組みが確実に実を結びつつあります。 

固定資産は１兆８，７５１億円と、三重工場３００mm 第１棟の生産能力増強投資などにより有形固定 

資産が増加しましたが、投資有価証券の時価下落な

どによりほぼ前年度末並みとなりました。 

負債残高は２兆６，０６６億円と、買掛債務の支

払などにより前年度末に比べ１，１０４億円減少し

ました。有利子負債残高は９，７５７億円と、運転

資金の増加の一部を短期借入金でまかなったことな

どにより前年度末に比べ４７１億円増加し、Ｄ／Ｅ

レシオは１．０９倍となりました。 

 純資産は１兆６３８億円と、投資有価証券の時価

下落などにより前年度末比２６２億円減少しました。

株主資本の比率は２１．１％、評価・換算差額等を

含む自己資本比率は２４．３％と、前年度末より上昇

しました。 
 
 

【キャッシュ・フローの状況】 

 

 

 
 
当第１四半期の営業活動によるキャッシュ・フローは７６８億円のマイナス、前年同期比で３３１億円

の支出増となりました。前年同期にあった受取和解金の収入がなくなったことや、営業費用の支払が増加

したことなどによるものです。 

投資活動によるキャッシュ・フローは前年同期並みの４８２億円で、主に三重工場３００mm 第１棟の

生産能力増強投資によるものです。 

営業及び投資キャッシュ・フローを合わせたフリー・キャッシュ・フローは１，２５１億円のマイナス

となり、前年同期比では３５１億円の支出増となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは３１４

億円のプラス、現金及び現金同等物の期末残高は、前年度末に比べて９１９億円減少の３，２８９億円と

なりました。 

 

768 億円 331 億円

482 億円 19 億円

1,251 億円 351 億円

前年同期比

フリー・キャッシュ・フロー

投資キャッシュ・フロー

営業キャッシュ・フロー

2006年度 第１四半期

総 資 産 36,704 億円 1,366 億円 1,342 億円

（ 棚 卸 資 産 ） (      4,578 億円) (       490 億円) (      78 億円)

有 利 子 負 債 9,757 億円 471 億円 1,438 億円

（ ネ ッ ト 有 利 子 負 債） (      6,484 億円) (     1,411 億円) (     823 億円)

純 資 産 10,638 億円 262 億円 1,259 億円

Ｄ ／ Ｅ レ シ オ 1.09 倍 0.08 倍 0.35 倍

（ネットＤ／Ｅレシオ） (       0.73 倍) (      0.18 倍) (    0.21 倍)

前年同期末比前年度末比2006年度 第１四半期

6,465
5,771

4,656

6,784

4,578

(0.80)
(0.73)

(0.58)
(0.48)(0.48)

2002年1Q 03年1Q 04年1Q 05年1Q 06年1Q

棚卸資産残高 月当たり回転数

 2006年度末

目標値

3,000億円台

（億円） （回転）

棚卸資産残高・月当たり回転数の推移 
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